
ア
ジ
ア
太
平
洋
緊
急
救
援
フ
ォ
ー
ラ
ム

－
　
　
こ
Ｉ
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Ｊ
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９
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μ

Ｏ
Ｄ
Ａ
の
意
義
な
ど
論
議

　
災
害
救
援
な
ど
緊
急
救
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
な
ど
を
テ
ー
マ
に
「
剔
ア
ジ
ア
太
平
洋
緊
急
救
援
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
（
主

催
、
外
務
省
、
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
金
＝
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
）
か
十
四
日
、
浦
添
市
の
沖
縄
国
際
セ
ン
タ
ー
で
聞
か
れ
た
。
フ

ォ
ー
・
フ
ム
に
は
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
九
カ
国
の
代
表
ら
が
参
加
。
日
本
の
国
際
協
力
の
現
状
芦
展
望
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
プ
ロ
ジ
ヱ

ク
ト
の
評
価
、
国
際
緊
急
救
援
ネ
″
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
策
な
ど
が
論
議
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
、
小
規
模
地
域
防
災
セ
ン
タ

ー
構
想
な
ど
が
提
起
さ
れ
、
沖
縄
の
国
際
都
市
形
成
構
想
と
も
運
動
す
る
形
で
即
縄
へ
の
緊
急
救
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
な

ど
が
提
起
さ
れ
た
。

　
県
は
国
際
都
市
形
成
揖
惣
の

中
で
、
沖
縄
を
国
際
貢
献
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
拠
点
や
国
際
緊
急

救
援
拠
点
、
ア
ジ
ア
の
緊
急
医

療
ハ
ブ
基
地
化
構
想
な
ど
タ
打

ち
出
し
て
い
る
が
、
同
フ
ォ
ー

ラ
ム
は
、
構
想
実
現
の
た
め
県

が
外
務
省
な
ど
に
開
催
を
働
き

か
け
て
い
た
。
Ｏ
Ｄ
Ａ
や
緊
急

救
幾
を
テ
ー
マ
に
し
た
国
際
金

議
が
県
内
で
開
か
れ
る
の
は
初

め
て
で
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
ネ

パ
ー
ル
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
フ

ィ
ジ
ー
な
ど
几
カ
国
か
仝
主

人
が
参
加
し
た
。

　
開
催
の
讐
『
あ
い
さ
つ
し

た
県
企
画
開
発
部
の
宮
城
正
治

国
際
都
市
形
成
推
進
室
長
は

「
国
際
都
市
形
成
構
想
の
基
玄

理
忿
は
平
和
、
共
生
、
自
立
で

あ
り
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
考
え
方
と

非
常
に
マ
ッ
チ
す
る
。
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
の
活
―
邁
じ
、
沖
縄
の
ユ

イ
マ
ー
ル
の
心
が
世
界
に
つ
な

が
る
こ
と
を
期
待
す
る
」
と
述

べ
た
。

　
外
務
省
経
済
協
力
局
民
間
援

助
支
援
室
の
五
月
女
光
弘
室
長

ら
国
、
ジ
ャ
ー
ー
ナ
ジ
ス
ト
、
国

連
の
代
表
ら
が
講
演
や
事
例
報

皆
で
問
題
提
起
。
「
緊
急
救
援
の

沖縄への緊急救援センター設置などの提起があっだ96

アジア太平洋繁急救援フォーラふ一帯添市ヽ沖縄国際
センター-

た
め
に
は
、
災
害
時
で
な
く
平

時
か
ら
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
形
成
が
重
要
」
「
小
規
模
な
地

域
防
災
セ
ン
タ
ー
の
設
置
も
必

要
」
「
災
害
救
援
セ
ン
タ
ー
と
し
’

て
沖
縄
の
活
用
も
検
肘
す
べ
き

だ
」
な
ど
の
提
乖
あ
っ
ち
Ｉ

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
ワ
ー
ク
シ

；
プ
も
閲
か
れ
た
。
十
五
日

も
午
前
九
時
か
ら
参
加
各
国
代

表
ら
の
討
議
結
果
や
緊
急
救
援

の
活
動
計
画
な
ど
が
論
議
さ
れ

五
月
女
光
弘
氏
　

　
（
外
務
省
経
済
協
力
局

　
民
間
援
助
支
援
室
長
）

日
本
は
こ
れ
か
ら
国
際
協
力

裴
采
チ
ペ
參
か
。
財
S
S
y
J

O
か
、
と
り
ａ
簡
の
声
も
あ

日
本
は
他
国
に
ひ
け
夕
ど
ら
な
る
。
そ
れ
は
「
先
進
国
と
し
て

い
が
、
「
日
本
は
顔
が
見
え
な
の
義
務
」
「
国
の
安
全
保
障
的
側

の
支
堡
奥
け
た
。
蚕
主
、

こ
れ
ほ
ど
池
国
か
ら
世
話
に
な

い
」
と
い
う
批
判
が
よ
く
聞
か
面
≒
市
場
の
確
保
」
の
三
つ
が
っ
た
国
は
な
い
の
で
は
な
い

　
　
　
海
外
援
助
は
日
本
の
恩
返
し
　
ん
む
肘
訂
４
］
］
恥

れ
＆
。
日
本
人
が
現
湯
に
出
掛
一
般
的
な
理
由
。
私
は
こ
れ
に
金
に
Ｉ
ｔ
す
る
気
持
ち
が
穴
切

け
て
行
き
、
地
元
の
人
と
一
緒
　
「
歴
史
上
、
’
日
本
が
外
国
か
ら
だ
。
そ
の
際
、
援
助
し
て
や
る

に
汗
奎
匹
す
必
要
が
あ
る
。
経
受
け
た
援
助
の
圀
逞
し
」
と
い
と
い
う
男
持
ち
で
な
く
、
相
互

荒
木
光
弥
氏

　
　
（
国
際
開
発
ジ
ャ
ー

　
　
ナ
ル
社
編
集
長
）

自
糖
体
べ
・
・
‐
ス
の
国
際
協
力

姉
妹
都
市
交
流
な
ど
を
下
国
際
協
力
が
今
後
の
新
し
い
形
い
る
し
、
歌
膠
に
対
し
て
も
は

地
に
本
音
の
交
流
が
で
き
る
利

点
が
あ
る
。
ま
た
、
今
後
の
国

際
交
流
は
環
誂
問
題
な
ど
ぞ
中

に
な
る
の
で
ａ
な
い
か
。
閲
発
っ
魯
魚
見
を
掌
旦
り
蔵

羞
筋
す
る
だ
け
か
ら
、
今
後
、
れ
が
確
実
に
出
て
き
て
い
る
。

環
境
や
地
域
住
民
の
人
権
に
十

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
力
発
揮
が
大
切

心
に
し
た
も
の
に
な
る
で
φ
り

う
。
自
然
と
の
共
存
、
共
栄
の

観
点
か
ら
、
覆
面
な
ど
蚕
硬

調
査
し
た
り
、
研
究
書
漑
遣

し
た
り
、
指
針
舎
孚
よ
う
な

い
ま
、
大
仰
な
の
は
日
本
の
Ｎ

‘
Ｇ
Ｏ
の
力
套
羅
さ
せ
て
い
く

か
だ
。
Ｏ
Ｄ
Ａ
は
基
本
的
に
は
、

分
配
慮
し
た
も
の
に
な
ら
な
け
日
本
の
納
税
者
か
ら
相
手
国
の

れ
ば
な
ら
な
い
。
最
近
の
Ｏ
Ｄ
納
税
者
に
対
す
る
も
の
で
あ

Ａ
で
は
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
地
方
自
治
戈
政
府
は
そ
の
真
ん
中
に
入

体
の
受
身
蛋
な
意
見
を
取
り
っ
た
于
‐
ジ
ェ
ン
ト
に
す
ぎ
な

入
れ
て
、
援
助
に
反
映
さ
せ
て
い
。

大
根
聖
一
氏

　
　
（
外
務
省
大
臣
官
房

　
　
海
外
広
報
課
長
）

沖
縄
が
で
き
る
国
際
協
力
、

済
状
態
が
悪
い
日
本
が
な
ぜ
、
う
理
由
が
あ
る
と
思
う
。
例
え
が
同
気
蓮
で
考
え
、
汗
を
素

海
外
援
助
し
な
い
と
い
け
な
い
ぱ
週
唐
便
の
時
代
か
ら
終
戦
直
す
と
い
う
こ
と
が
重
要
だ
。
。

期
待
さ
れ
て
い
る
も
の
は
何
祭
り
騒
貫
｝
の
批
判
も
あ
っ
た
圖
で
あ
る
特
首
座
か
す
、
国

か
。
ど
の
分
野
丿
匠
的
能
力
が
、
ハ
ー
ー
ド
、
入
れ
物
優
先
の
夥
協
力
の
形
も
考
え
が
れ
る
・

が
発
揮
で
き
、
活
用
で
き
る
か
。
近
視
眼
的
な
発
想
。
従
来
の
ハ
国
際
的
な
情
報
化
が
進
む
中

沖
縄
の
海
外
移
民
や
そ
の
腿
佩
Ｉ
ド
面
中
心
か
ら
ソ
フ
ト
面
へ
で
、
日
本
は
ア
ジ
ア
で
も
香
港

　
　
　
　
県
人
会
は
重
要
な
情
報
網
　
　
　
詐
茲
卵
順
３
舛

者
は
海
外
に
約
三
土
々
ハ
い
る
圖
硲
力
、
交
流
の
あ
り
方
は
沖
縄
は
日
本
の
中
で
、
文
叱
の

と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
県
人
変
わ
っ
て
い
く
。
沖
縄
の
県
人
類
似
性
な
μ
石
ら
、
東
南
ア
ジ

会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
濫
一
用
し
会
な
ど
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
ア
な
ど
へ
向
け
て
文
化
套
層

な
い
手
は
な
い
。
昨
年
ウ
チ
ナ
非
常
に
重
要
だ
。
マ
ン
グ
ロ
ー
ー
で
き
る
可
能
性
が
十
分
あ
り
、

Ｉ
チ
ュ
大
会
が
閻
冒
れ
、
お
プ
の
研
究
な
ど
沖
縄
が
亜
熱
帯
大
変
有
利
な
回
を
拷
つ
ぶ
て

深
沢
良
信
氏

　
　
（
国
連
Ｄ
Ｈ
Ａ
災
害

　
　
救
済
調
整
官
）

国
運
の
災
害
救
済
調
整
容
と

し
て
か
か
わ
っ
た
イ
エ
メ
ン
と
ラ
デ
シ
ュ
で
は
大
竜
巻
が
起

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
災
害
救
済
幾
十
四
万
呈
人
の
死
者
が

の
事
例
を
紹
介
し
た
い
。
イ
エ

メ
ン
で
今
里
八
月
に
大
規
模
な

絡
調
整
体
制
の
確
立
が
墨
’
と

帰
順
し
た
。
平
時
の
ネ
″
ト
ワ

出
た
。
災
害
救
援
か
遇
し
て
、
Ｉ
ク
、
特
に
人
間
関
係
、
人
脈

救
難
活
動
の
実
働
部
隊
と
な
る
恚
喝
相
互
の
意
思
の
疏
通

相
互
の
連
絡
体
制
確
立
重
要
　
‘

洪
水
が
発
俳
し
た
。
表
土
が
数

封
も
流
出
す
る
想
像
を
絶
す
る

規
模
の
災
害
で
、
Ｌ
ぶ
も
国
の

六
ヵ
所
で
同
時
に
起
き
た
た

め
、
救
援
が
遅
れ
た
。
バ
ン
グ

人
不
足
、
そ
れ
に
災
害
時
以
外

の
平
時
か
ら
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
ロ
ー
カ

ル
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
地
方
政
府
、
そ
し

て
国
運
な
ど
救
援
に
当
た
る
実

働
部
隊
や
救
援
機
関
相
互
の
違

含
緬
的
に
図
っ
て
お
か
な
け

れ
ば
。
緊
急
時
に
は
機
能
し
な

い
。
ま
た
顕
の
見
え
る
援
助
の

た
め
に
は
、
現
地
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が

救
助
の
前
線
に
立
ち
、
。
日
本
な

ど
救
援
国
は
後
方
支
援
に
徹
す

る
の
も
寞
要
べ
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